















































第ー に， 「中間項」の意味であるが， これが単に本質論と技術諭の「中間」であるという程度
ならば，ややオーバーではないかということである。もう少し知識論などの具体的な理論で「中
間項」を論じていただきたかった。
第二に， 「知識論」であるが， 「獲得型」と「成長型」という二つの対比だけでは騨論に深ま
りがないという点である。上田蓋氏の知識論に学んだらもう少し違った記述になったのにと思わ
れる所がいくつかある。
第三に， 「問いかけ主導型」と「対象受容型」の授業構成が，実際のカリキュラムに即してい
えは，どのような単元ならばどちらの型かふさわしいかが不明確である。
これらは著者片上氏への注文てもあるが，同時に評者の私自身に向けられた課題でもある。日
本の社会科授業改革のために，著者が提起している籾しい芽を私たらの共有財産にしなければな
らない。 （千葉大学教育学部）
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